
りをもち、

)}(と録と土ogalももがいっぱいの緩みよいoびこにし事曹
司也と体在意2まえ生議案曹と総意伸びゃくあrJこにし事事
老人者大切ほし茅どもの曹を宵て季世怠事ぴこにしま亨
ふる在t奄喜重し文総巷滋め鐙世話高びこにしま亨
みん誌で!llしあい意輩りを守り明るいあびこにします

号令Mqw 
続
凶
器
我孫手市役務念総額事念喜酉謀

手27Q-lll!i;f恭子商事主将 (-1858

ままひ 471(おお)I 1 1 1 

曜静@ 

市臨時韓親

磯i国市議会定調会2

時
慎
一
一
軸

1・
7
7穂
8
0
0
8
方
向
計
上

部
制
家
出
概
予
錬
殺
な
ど
ん
佐
醤
議
す
る
沼
初
防
年
齢
淵
守
・
閲
術
総
会
定
例
会
付

M
3
R
e
mか
ら
醐
開
嬢
さ
れ
↓
草
し
た
。
幽
覇
綴
、

渡
辺
市
袋
ガ
新
年
時
慌
の
齢
制
欲
方
針
克
也
述
べ
ま
し
だ
。
と
の
な
か
で
あ
一
震
は
寸
愈
法
後
仰
と
し
佼
抑
制
市
づ
く
り
L
J
m民

本
伎
の
行
政
L

と
い
う
波
紋
後
緩
協
押
し
つ
つ
、
新
四
時
点
。
齢
制
問
鰍
の
療
榊
院
、
市
長
参
加
の
行
政
の
総
帥
鵬
、
お
仰
向
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
湾
問
、
行
訪
問
と
湾
総
の
役
総
分
約
一
の
決
定
、
行
間
関
滋
m
w
m
制
緩
一
的
問
綴
向
師
、
織
田
同
の
扇
町
緩
め
F
O
つ
の
絞
批
4
W
掛
潟
と
し
芝

施
策
を
滋
指
揮
す
る
決
議
を
淡
隠
し
診
し
だ
。
ま
だ
、
回
毎
疫
の
一
切
終
的
舶
は
帥
附
年
時
担
当
初
に
民
べ
村
内
・

6
%機
の
1
ア
ア

綴内喝
M
O
O
n
u万
円
ガ
計
上
さ
れ
悲
し
必
。
絞
録
中
訳
出
闘
を
ほ
ぼ
全
文
潟
餓
い
だ
し
涼
一
号
。

(
2
験内
dM
溺
に
附
腕
〈
〉

i
l
i
l
l
i
t
-
-
i
!
i
i
l
-
-
J

と
い
っ
て
も
警
で
は
な
い
患
い
ま
と
の
対
話
を
よ
り
綴
実
行
っ
て
ま
い

「
憲
去
を
山
と

J
E器
官

フ

く

一

す

。

こ

の

キ

フ

な

こ

と

か

ら

授

、

さ

り

ま

す

。

霊一

E
A
2
2
1
1
〈

i
1善
一

『

て

〈

…

き

ま

な

ぞ

い

題

へ

町

村

苦

戦

惜

ぎ

に

は

、

室

内

エ

ネ

ル

ギ

ム

〉

『
J
1
4
2
G

忠
之
、
f
y定
一

閥

会

主

に

立

っ

て

、

一

つ

弓

守

護

で

あ

り

ま

す

。

都

市

7
Z州市

u
v
u
.
H
E羽
信

G
f正
L

一

燃

い

て

ま

い

る

重

で

あ

り

ま

守

也

氏

的

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

産

官

級

事

者

て

‘

者

間

半

伎

の

経

済

見

返

し

ま

品

す

影

響

主

主

主

主

そ
の
た
め
に
は
、
「
行
致
運
営
へ
「
綴
る
た
め
、
す
ぐ
れ
た
人
材
の
発
制
帽
に
努
川
川
、
以
泌
総
中
川
胤
械
の
名
目
出
成
長
率
一
日
パ
り
ま
令
。

訟
は
、
ニ
ん
に
ち
ま
で
持
率
問
問
、
一
か
つ
て
な
か
っ
た
綴
史
的
大
き
な
誼
に
市
繋
徽
い
と
い
っ
た
機
念
を
、
そ
れ
ぞ
め
る
ほ
か
・
市
内
的
余
議
、
大
学
主
ど

1
セ
ン
ト
制
服
淡
、
災
従
成
長
等
U
パ

i

一
舟
明
治
市
に
お
免
悩
ま
し
て
は
役

目
し
て
「
綴
談
奇
心
と
し
た
お
市
つ
く
洗
わ
れ
て
お
り
阜
す
“
役
会
‘
級
一
問
、
れ
「
経
営
へ
「
ま
ち
ヴ
〈
り
」
と
い
つ
の
も
つ
知
識
や
ぷ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
も
セ
ン
ト
判
械
的
成
と
制
問
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
気
的
低
迷
ふ
る
い
は
際
学
前
政
的
詐
特

り
」
と
よ
叩
同
人
命
的
臨
め
行
総
い
を
総
政
文
化
、
人
郊
の
怠
端
組
、
総
総
総
γ

す
べ
て
た
新
し
い
と
ら
え
舎
に
よ
る
相
州
市
づ
く
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
泊
も
の
の
w

殺
が
際
的
総
決
は
、
民
間
泌
が
あ
る
も
内
的
、
中
市
民
校
法
人
税
な

の
絵
本
理
念
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
が
大
き
〈
変
革
す
る
な
か
れ
¥
今
日
的
り
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
第
4
に
は
喝
事
由
民
が
約
八
百
た
ち
マ
処
一
叫
叫
が
そ
の
主
体
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
ど
の
伸
び
岱
頬
認
で
ゐ
燃
料
開
格
段
…

今
後
と
も
、
二
町
一
塩
念
会
徐
州
吋
し
、
出
号
本
の
あ
ら
和
司
令
問
問
帽
酬
が
、
す
吋
で
め
そ
の
第
2
は
、
「
ど
の
よ
う
な
線
引
巾
務
、
鈴
応
で
き
る
も
の
は
.
術
開
問
…
人
と
、
ま
た
、
宙
開
陣
織
織
的
燃
化
に
は
、
仏
棋
会
計
千
了
員
制
判
断
訟
は
、
対
前
将
校
内
紛

u
パ
め
ど
れ
も
が
、
、
ふ
る
さ
と
我
郁
子
L

総
治
体
に
集
約
さ
れ
て
い
る
ゆ
舶
が
あ
り
を
つ
く
る
の
か
へ
「
ど
の
よ
う
な
域
機
一
入
品
る
い
は
地
域
と
い
主
綴
山
則
的
カ
子
政
し
が
た
い
要
素
が
多
い
ニ
と
か
ら
予
算
ゅ
ん
い
H

6

パ
1
セ
ン
!
柄
、
村
総

と

絞

れ

る

総

市

づ

く

り

を

推

し

進

め

て

ま

寸

ね

社

会

全

つ

〈

っ

て

い

く

の

か

L

と
い
っ
マ
い
ね
い
、
で
き
な
い
も
的
は
市
が
行
う
ふ
約
数
日
十
は
不
安
定
な
も
の
か
あ
り
ま
年
後
総
亙
後
予
算
比
幻
日

1し
J
J
J
i
域

ま
い
り
ま
す
a

こ

の

よ

う

な

地

域

社

会

の

な

か

で

哩

た

綴

織

的

機

ム

訴

を

さ

ら

に

明

確

に

す

る

と

い

っ

た

、

行

政

と

市

民

の

役

割

削

分

験

す

。

め

2
7
7
問
問
3
、
0
0
0
万
市
町
と
い
た

雨
今
、
「
地
方
的
時
代
¥

J

打
v
阜
の
ふ
市
災
と
日
後
綴
触
す
る
出
口
治
体
は
、
わ
こ
在
、
怒
ら
い
い
、
人
間
附
が
h
E
み
、
臨
聞
き
、
で
あ
り
ま
す
お
こ
の
た
め
夜
史
的
…
人
ま
た
、
燃
の
附
mh判
的
年
度
一
日
般
会
計
し
ま
し
炉
、

時
代
い
が
叫
ば
れ
で
お

η
、
白
治
体
は
、
が
図
的
政
治
、
行
役
的
情
的
一
線
で
あ
る
抽
出
司
ヲ
郷
市
内
い
じ
ジ

y，
ヘ
イ
メ

i
)ン
を
一
人
が
総
織
に
時
滞
緩
と
開
関
心
を
漆
的
、
子
慨
は
、
総
本
対
紡
制
緩
却
を
中
織
的
に
ニ
れ
は
、
待
行
ぷ
本
総
相
官
の
最
終
段

よ
り
は
っ
き
り
綴
器
、
そ
れ
札
に
向
け
て
地
域
共
附
肉
体
液
緩
い
い
よ
る
吋
地
域
的
こ
行
う
た
め
、
行
政
欲
不
に
よ
る
は
昭
市
経
際
に
い
た
叶
て
い
る
こ
》
一
か
・
旬
、
第
2

寸
新
し
い
畿
地
引
づ
く
り
い
者
滋
め
て
い
と
は
包
分
た
ち
で
い
と
い
う
肉
主
的
な
賀
町
節
減
に
と
ど
ま
ら

T
，
綴
祉
政
策
次
5
か
年
弘
削
減
め
敏
之
納
3
か
梓
実
ぬ

く
と
い
う
こ
と
で
あ

ηま
す
α

行
動
が
若
ば
え
る
よ
叫
ヘ
ヲ
ミ
ェ
品
川
一
す
な
ど
の
大
綴
主
見
返
し
、
公
挑
務
駒
市
開
附
計
一
樹
に
お
け
る
札
m
A
酬
明
し
本
絞
め
悠
巡

こ
の
た
め
、
昨
年
五
、
審
議
ィ
義
的
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
手
。
義
的
抑
制
を
行
ー
な
ど
の
紡
然
、
対
主
っ
ト
~
ほ
か
、
草
案
樹
へ
の
う

務
総
会
い
い
対
し
、
市
民
と
行
紋
的
共
滞
期
総
ら
に
は
、
市
が
仕
事
を
行
v
?
に
あ
続
年
度
比
叫
パ
ー
セ
ン
ト
的
押
V
と

な

な

g
と
な
る
事
務
事
業
的
議
沢
、
さ
ん
円

的
絞
燃
と
な
る
都
市
像
、
ぞ
れ
へ
の
滋
た
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
同
夜
世
相
を
し
な
吋
て
お
り
ま
す
。
い
は
、
盛
一
い
口
一
札
相
続
と
し
て
笑
拙
慨
し
て
い
北
口
土
地
区
飼
桂
理
事
業
に
つ
き
ま
際
市
計
幽
滋
路
町
時
間
口
九

γ
袋、

す
じ
、
制
抽
附
す
る
た
め
の
手
段
な
と
を
が
ら
、
惜
し
で
も
コ
ス
ト
を
下
げ
、
車
し
か
し
‘
閣
時
間
資
及
び
肋
地
方
交
付
税
ゐ
州
問
問
判
事
来
的
推
進
を
溜
る
ニ
と
に
よ
し
て
は
、
駅
北
口
滋
辺
何
一
説
抜
か
ら
し
は
、
ニ
的
工
事
に
伴
つ
9
件
の
家
俗
的
刊

明
ら
か
に
す
る
級
以
総
合
鈴
極
的
止
古
這
に
民
が
険
制
闘
す
る
綴
い
税
を
効
率
よ
〈
抽
出
、
ヮ
交
付
命
を
叫
附
い
た
一
絞
殺
山
山
で
は
、
2
り
、
的
判
的
同
年
問
は
か
ら
結
ま
る
新
総
合
て
、

合
判
断
カ
が
酬
明
米
怒
れ
て
い
ま
す
の
こ
の
ほ
か
、
験
問
到
に
冷
や
る
気
u

を

こ
の
た
め
、
技
会
、
総
淡
め
融
制
春
、
一
層
起
こ
さ
せ
る
…
つ
め
争
時
伐
と
L
て

市
民
的
窓
議
、
子
2
ズ
約
後
仲
仰
を
綴
じ
職
員
何
?
レ
ソ

Y
ふ
な
向
や
、
総
統
な

と
る
鋭
散
を
惑
受
排
出
を
持
っ
と
と
も
に
、
発
想
、
ア
イ
デ
ィ
ア
キ
主
か
す
た
め
内

抽
出
え
子
新
し
い
も
の
を
身
に
つ
け
る
不
可
機
関
H

め
何
提
案
制
刑
法
一
を
よ
り
総
箱
約

鱗
の
勉
強
が
必
要
で
あ
り
ま
す
a

い
終
的
慨
す
る
ー
ご
と
も
に
職
員
ir
丹
付
設

ぷ
晶
化
合
鵠
凡
品
問
蹴
¥
吋
変
化
を
つ
か
を
絞
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ニ
ま
ず
‘
綴
ね
土
地
仮
面
笠
壊
事
業
め
ぷ
本
と
し
て
権
利
者
に
替
市
し
訟
ず
旬
、

お
努
力
¥
そ
し
て
「
恋
化
の
な
か
か
ら
左
を
数
滋
し
て
い
く
た
め
に
は
、
時
朝
日
H

港
特
市
中
は
、
緩
移
転
一
一
戸
数
3
2
2
戸
に
帥
間
後
会
や
先
滋
地
悦
察
な
ど
を
実
務
L
h

新
し
い
行
政
湘
飢
餓
告
発
見
す
る
総
力
」
の
問
問
点
に
必
つ
伝
的
資
務
は
波
大
で
あ
対
し
、
線
総
後
ず
し
た
一
一
戸
数
は
1
5
7

騎
総
会
議
ね
て
き
ま
し
た
。

キ
身
に
つ
け
る
た
め
行
禁
ブ
ロ
だ
と
る
と
様
〈
総
滋
し
て
お

η
ま
す
a

一
戸
、
品
・
%
パ

i
士
子
で
、
従
絵
地
ニ
内
精
娘
、
閥
的
初
芝
日
行
に
-
6

い
う
自
績
を
持
っ
て
ち
絡
が
政
一
人
一
人
以
上
、
都
市
づ
く
り
を
絞
り
綴
む
恭
指
定
率
は
、
部
-
m
ω
パ
ー
セ
ン
ト
と
を
街
区
‘

9
向
付
仇
令
会
わ
サ
た
準
備
制
組
合

が
自
己
研
修
あ
る
い
は
職
場
紛
憾
に
線
本
的
安
姿
勢
の
一
緩
や
掃
し
尚
一
べ
ま
し
っ
て
お
り
ま
す
吻
が
設
立
さ
れ
、
子
勺
仁
、
附
川
和
昨
年
4

め
る
こ
と
が
野
要
で
あ
る
こ
と
は
山
中
寸
た
が
、
本
市
を
と
り
ま
く
時
献
し
い
縦
約
新
年
度
の
事
業
計
融
制
と
し
ま
し
で
は
‘
河
に
は
玲
お
日
比
め
第
Z
準
機
総
合
が
山
引
は

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
職
員
の
傘
淡
勢
を
深
〈
認
識
し
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
事
象
的
最
大
同
窓
械
で
あ
り
ま
す
即
納
付
品
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
一
事
裁
と
し
て

欽
然
、
総
力
開
開
発
を
図
る
た
め
の
殺
湾
総
し
い
袋
酔J
で
総
む
考
え
で
あ
り
草
寸
G

的
制
乱
仏
地
吋
及
び
都
市
計
画
道
路
・
叫
刊
誌
郁
子
め
成
旬
以
枚
、
凶
作
人
口
性
、
保
持
性
的
見
通

緋

燃

を

よ

り

光

物

哉

さ

せ

、

よ

り

品

制

緩

釣

絞

際

関

山

締

約

一

締

結

時

間

に

着

手

す

る

部

品

L
Yた
て
昭
和
問
年
4
H
円
じ
合
併
が

い
い
成
約
亡
ま
い
り
ま
す
a

が
と
な
り
ま
し
た
c

今
後
は
、
こ
の
棋
行
わ
れ
、

m
m殺
事
主
何
日
十
銭
恭
子
に

備
の
た
め
、
ま
た
宅
議
柏
崎
務
同
剤
師
唱
進
的
向
け
て
約
剣
山
r
問
附
給
さ
れ
ま
し
た
q

た
め
、
一
日
も
ザ
〈
的
措
践
で
き
る
よ
う
以
来
今
日
ま
℃
約
人
的
な
的
地
権

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
2

問
題
、
将
来
に
お
け
る
e

的
裁
上
向
不
安
、

再
開
同
発
事
和
裁
に
つ
き
ま
し
で
は
、
明
生
一
市
内
不
安
な
ど
の
潟

MMと
説
得
に
、

将
位
年
度
作
成
何
吋
代
将
子
駅
剣
山
附
m
M

鋭
意
努
均
し
て
ま
い
リ
ま
し
十
九

前
中
同
級
再
開
開
発
事
業
第
本
総
総
籍
後
終
い
し
か
し
な
が
ら
‘
数
名
め
半
肉
体
品
約

い
い
扱
づ
語
、
土
地
区
画
祭
瑚
時
事
裁
と
問
問
的
協
力
と
閣
内
鮮
が
い
ま
だ
剖
吋
ら
れ
主
い

時
に
、
州
側
富
山
引
に
よ
る
お
り
白
域
的
上
誌
に
あ
り
ま
す
一
↑
々
、
草
案

治
的
A
H
織
的
か
つ
締
結
余
J
ド4
3
h

同
市
民
羽
利
回
附
在
、
旬
、
点
的
奴
樹
祭
雨
明
学
業
が
再
開
開
発
事

都
市
機
的
関
内
総
材
料
金
総
り
、
本
市
町
中
込
尿
蹴
山
門
戸
い
緩
め
り
れ
る
こ
と
カ
句
、

心
+
市
街
均
と
し
て
の
役
務
付
け
を
明
確
間
的
関
川
町
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叶
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篠
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似
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澄

冬

れ

て

お

り

ま

す

石

け

昭

和

問

年

度

車

ま

で

の

祭

総

状

況

は

、
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葉
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滋
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踊
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ど
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に
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、
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、
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、
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d

gる
必

然

が

あ

り

ま

大

宮

、
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塑
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符
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取
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塙
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燃
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.
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検
事
織
に
つ
き
ま
で
は
‘
抜
本
的
出
な
持
化
対
拍
車
と
し
て
、
本
市
で
は
単
独
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械
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れ
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遊
歩
道
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位
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時
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然
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ま
れ
、
銭
芋
ン
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1
シ
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な
ど
、
総
合
し

レ
グ
リ
エ

i
シ
ョ
ン
丹
波
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多
く
あ
て
こ
れ
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を
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常
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管
理
す
る
泌
総
ぶ

り
手
す
。
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災
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ル
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ま
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伐
に
小
学
わ
き
と
初
出
た
が
、
法
的
に
関
門
誌
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

い
を
与
、
え
る
だ
け
で
な
く
、
京
別
を
は
こ
れ
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
総
光
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縫
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光
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湾
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よ
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検
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先
行
す
る
ニ
と
と
な
り
ま
し
た
。

為
る
こ
と
か
ら
‘
開
制
的
問
者
向
山
刊
絞
と
こ
め
方
針
に
殺
づ
き
、
布
佐
紋
構
内

続
本
駁
浅
間
土
地
区
磁
的
成
務
事
情
般
に
紫
γ

常
を
絞
る
と
と
も
に
、
期
・
晶
化
ま
丸
山
門
的
滋
緒
的
設
討
を
行
い
も
問
問
山
崎
と
協

つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
十
く
か
ら
奴
際
的
早
滋
づ
〈
り
の
融
合
を
間
関
る
た
め
、
機
上
絞
殺
の
結
来
、
m
m
秘
的
部
4
向
け
い
い
広
場
長
帽

子
一
一
正
地
と
し
て
没
後
L
、
検
討
さ
れ
て
化
に
つ
い
て
子
議
対
抗
議
校
遡
局
と
協
議
託
終
的
を
協
料
品
桁
L
‘

7
R説
明
主
開
明
持
部

ま
い
り
ま
し
た
が
、
総
に
闘
の
な
い
一
属
し
て
ま
い
り
ま
し
た
総
菜
、
防
上
駅
舎
年
向
。
丹
後
成
主
代
打
途
に
建
設
を
進
め
る

い
滅
宇
で
あ
る
こ
と
か
ら
り
‘
卒
業
化
か
後
ぷ
心
は
部
教
を
要
す
る
こ
と
カ
ら
こ
と
に
な
り
ま
し
た
む

見
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
~
織
し
'
一
駅
h

出
を
前
提
と
し
て
釣
撚
漁
係
筋

制
判
的
一
一
フ
，
て
ん
時
に
お
け
る
も
本
的
地

殻
に
約
を
し
ぼ
っ
て
、
千
葉
鉄
滋
管
制
税

局
を
は
と
め
東
京
北
扶
滋
脇
治
腐
絡
.
間
拘

欽
本
む
に
際
協
を
行
い
っ
て
い
る
と
ニ
ゐ

で
す
が
、
議
心
な
ま
で
の
と
こ
ろ
則
明
る
い

紙
偽
L
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
き
ら
に

強
力
な
山
疎
開
閉
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

ニ
的
関
矧
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
境

6

同
が
山
一
則
的
布
市
町
村
で
結
成
す
る
成
脱
線
総

一
割
化
促
滋
仙
期
成
人
前
と
止
も
に
、
昭
和
叫

一
年
以
来
‘
後
織
化
及
川
V

当
鋭
的
バ
ム
め
と

矧
…
し
て
め
朝
会
ラ
ゾ
ン
ユ
時
に
お
け
る

I
ぃ
ハ
一
明
獄
絵
終
夜
車
内
酬
明
発
に
つ
い
て
‘

日
一
語
省
主
総
合
管
票
率
け

な
と
に
た

L
て
ま
だ
似
い
な
と
の
理
由

か
ん
、
一
品
約
的
出
退
も
み
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
は
、
誠
い
い
時
念
て
あ
け
ま
す
6

そ
こ
で
も
が
学
年
に
は
い
っ
て
か
ら
は
ち

状
に
あ
り
ま
す
。
キ
械
各
小
学
絞
め
窒

泰
宏
宥
総
務
織
に
つ
い
て
検
討
い
た

し
た
い
と
総
い
ま
令
、

ゲ
点
卒
、
小
学
絞
殺
緩
か
ら
学
一
帥
嶋
本
淡

一
応
閥
均
的
増
加
、
非
行
的
冷
却
期
と
品
同
部
齢

化
、
品
礼
金
時
一
品
加
総
カ
的
総
下
‘
滋
び
集

期
叫
畿
の
チ
ド
い
も
た
ち
を
取
り
囲
む
環
ま
す
を
開
制
的
機
応
ハ
い
い
よ
る
技
会
的
体
験
再
希
冷

淡
は
包
総
裁
花
や
都
市
化
の
車
場
緩
ず
る
砂
ヒ
ん
め
止
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
化
な
ど
締
盟
大
な
間
同
舗
が
見
い
釘
き
れ
て

中
で
斡
時
民
的
な
愛
か
さ
や
然
治
緩
め
機
関
部
震
は
羽
尚
北
台
務
小
学
校
的
絞
附
臓
を
お
り
ま
す
。

利
さ
の
一
由
で
幾
開
略
的
に
州
側
火
し
ま
し
た
。
箆
備
す
る
品
川
泊
闘
で
あ
り
ま
す
@
轍
次
対
本
市
で
も
こ
の
前
中
蜘
償
金
制
銭
円
い
受
け

こ
れ
に
伸
け
い
数
樹
付
文
化
的
械
設
や
機
会
極
的
仁
鋭
校
門
い
つ
い
て
も
盤
崩
闘
し
、
学
と
め
、
殺
特
絵
本
淡
の
繍
拙
押
円
い
た
ち
、

対
紛
火
し
、
燃
染
や
L
ク
リ
エ

i
シ
ョ
校
閲
滅
的
級
品
開
の
ご
漆
惑
を
な
〈
し
て
松
一
昨
院
と
教
山
則
的
よ
り
よ
き
人
間
山
関
係
を

ン
の
場
や
機
会
も
増
加
し
ま

t
九
問
問
ま
い

η
ま

す

白

同

時

気

す

ゐ

ょ

う

指

導

す

る

と

と

も

に

、

時
に
核
家
一
紋
化
‘
少
子
被
綴
絡
が
織
れ
中
学
校
で
は
、
殺
恒
捕
手
中
学
終
的
部
教
廷
の
資
説
的
向
上
に
務
的
‘
総
議
中
小
川

L
、
両
日
然
環
緩
め
後
刑
制
や
役
会
的
、
人
年
度
、
m
m
年
般
的

2
部
品
航
跡
料
品
中
裁
で
実
事
的
滋
員
、
級
協
体
削
除
支
報
め
て
、
不

悶
間
的
潔
絞
め
波
紋
が
み
勺
れ
る
よ
う
に
仙
略
し
て
お
り
ま
し
た
増
収
築
事
業
が
詐
祥
事
一
を
発
殺
さ
せ
な
い
よ
う
終
伎
町
絡

な
っ
て
い
ま
す
謄
一
酬
と
お
り
完
成
し
、
予
定
ど
お
は
ソ
新
学
カ
ヰ
ト
る
所
存
で
あ
り
ま
す
ι

新
年
度
も
教
育
路
線
に
あ
り
ま
す
、
期
よ
り
お
取
で
き
&
議
V
とれ
w
n
¥
指
ま
た
、
特
殊
教
務
に
つ
い
亡
は
、
本

1
.

「
気
力
た
く
ま
し
く
附
思
い
や
り
と
校
舎
取
り
こ
わ
し
後
的
校
総
奴
備
に
つ
年
度
は
紋
…
同
小
時
十
枚
に
議
総
治
曜
市
教
室

駒
市
噛
心
の
あ
る
人
間
同
校
豊
か
な
口
問
泣
い
て
は
、
総
別
府
総
決
に
判
別
す
る
排
水
討
を
設
滋
し
、
怒
ら
に
光
実
を
は
か
り
ま

の
あ
み
子
ど
も
」
の
育
成
を
問
問
る
学
鍛
絡
を
場
総

L.
部
年
凌
よ
り
後
婚
す
す
。
兇
滋
松
山
伎
の
縫
揖
械
を
保
持
す
る
た

校
教
育
的
充
実
に
努
め
る
a

る
計
罰
則
で
あ
り
ま
す
@
約
、
然
崩
~
体
育
函
の
や
充
実
舎
は
か
り
な

2
マ
心
的
か
主
ヴ
帥
地
域
絞
殺
づ
く
り
左
さ
ら
に
、
湖
花
中
学
絞
め
プ
レ
ハ
ブ
が
ら
、
各
時
間
健
機
険
常
統
合
骨
内
総
い
た
し

生
相
慨
に
わ
れ
~
り
、
総
出
棋
で
生
き
が
い
日
教
教
仰
棋
を
…
棋
に
総
摘
す
る
た
め
.
ま
す
が
、
m
m
平
成
か
ら
肖
お
れ
験
診
を

の
あ
る
当
然
的
実
現
を
め
ざ
寸
E

務
滋
数
制
撤
問
、
特
別
教
室
3
的
情
時
問
問
で
新
む
に
鍛
え
、
き
め
ニ
ま
か
に
方
策
を

丸
、
ワ
る
お
い
の
あ
る
生
総
と
綴

t
み
増
級
事
殺
を
築
地
い
た
し
ま
す
。
機
L
て
ま
い
り
ま
す
u

向
島
る
文
化
問
相
附
慌
を
め
が
寸
。
止
に
学
校
教
資
に
つ
い
て
ゆ
し
を
よ
げ
止
に
社
会
教
宙
開
に
つ
い
て
山
中
し
上
げ

3
つ

の

怠

絞

め

銃

後

を

開

る

考

と

え

で

あ

ま

す

。

ま

す

b

nv
、
ぞ
れ
令
終
期
乳
化
す
る
た
め
‘
次
内
線
組
問
年
前
桃
山
U

、
小
学
校
で
は
児
童
市
民
的
学
的
波
紋
が
高
度
で
多
緑
化

成
山
に
数
点
を
お
き
‘
事
業
の
推
湯
舟
内
問
料
制
約
5
7
0
名
、
学
級
数
日
間
学
問
料
そ
抗
!
、
社
余
教
育
へ
の
高
官
援
も
大
お
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
e

ぞ
れ
判
例
と
な
り
、
中
学
的
拭
は
生
弘
同
数
約
ゥ
て
お
り
ま
す
。
厳
し
い
射
政
状
況
で

お
野
山
小
学
校

rは
、
戦
在
的
ブ
レ

2
4
0
弘
、
学
級
数
7
学
絞
め
数
と
な
は
あ
り
ま
す
が
、
市
災
そ
れ
ぞ
れ
の
地

ハ
ブ
黙
す
数
琴
線
哨
す
る
た
め
、
ハ
ソ
‘
小
一
ず
絞
に
お
け
る
3
4
0
学
説
中
崎
社
会
的
然
成
関
と

L
て
的
自
主
、
持

続
綴
教
的
観
3
‘
特
別
教
室
3
の
鉄
総
コ

2
0
4
学
級
総
合
加
%
が
的
人
以
下
て
点
検
出
ヤ
も
と
に
総
意
工
夫
等
に
よ
り
‘

ン
ク
リ
1
ト
ニ
港
謹
的
地
疑
者
い
わ
~
し
あ
り
、
そ
の
平
均
児
家
数
は
針
お
の
判
明
心
的
か
よ
う
明
る
い
地
域
役
会
づ
く
り

湖
北
小
、
高
野
山
小

の
増
築
工
事
夜

喜
子
原
ゆ
本
坊
と
抑
制
紅
会
浄
水
場
と
を

総
ぶ
送
水
州
刊
を
車
九
日
い
た
し
ま
す
。
ニ

れ
は
、
北
弓
葉
広
域
本
滋
念
総
山
山
内
水

を
知
的
立
台
浄
本
鴻
ヘ
滋
リ
凶
時
下
水
と
川
仙

台
し
て
、
水
筒
状
線
的
効
制
械
を
ね
ら
フ

も
の
川
し
あ
り
ま
す
σ

ま
た
こ
の
送
水
管

納
3
次
木
滋
事
業
変
更
認
可
叫
刺
激
叫
川
、
湖
北
合
羽
市
本
場
系
的
水
質
が
低
下
し
つ
は
、
純
米
…
河
期
的
沿
本
時
や
井
戸
本
的

関
‘
県
並
び
に
議
長
各
伎
の
ど
悌
閣
議
怖
と
へ
ノ
あ
る
た
め
.
波
警
を
潟
る
悶
悶
約
か
同
変
化
等
の
緊
急
時
に
本
滅
的
側
双
油
開
発

ご
協
力
に
よ
り
‘
昨
年
g
H月
厚
生
火
窓
急
法
律
泌
総
料
は
を
沿
い
閉
め
2
紘

amで
時
時
を
も
は
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

的
認
可
を
繰
る
よ
と
が
で
き
ま
し
た
。
設
ナ
み
こ
ど
い
な
っ
て
お
り
ま
す
白
し
次
に
、
総
裁
に
つ
い
て
申
L
上
げ
ま

こ
れ
に
よ
り
、
市
民
生
活
に
欠
く
こ
か
し
な
が
ら
急
迷
淀
滋
の
植
地
設
に
は
多
て
代
打
平
総
算
投
安
の
的
抑
制
制
等
的
帰

と
の
で
き
な
い

J
F
内
供
給
縦
断
が
大
な
後
設
費
と
運
転
資
金
を
必
畿
と

L
、
忍
に
よ
り
射
務
円
安
会
殺
を
一
ホ
ナ
比
中

昭
和
町
山
年
度
ま
で
時
波
uzc
れ
ま
し
た
n

木
造
財
孜
ひ
い
て
は
料
μ

敢
に
続
明
付
し
て
は
年
々
向
ヒ
し
、
A

即時指体時四
M
M
安
定

今
後
向
社
船
内
な
水
在
校
従
前
，
に
撚
給
す
る
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
た
め
杭
司
法
緩
巡
の
し
た
汚
向
~
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
反

k
め
‘
総
町
役
測
を
恭
本
と

L
M械
設
約
級
殺
に
つ
い
て
は
、
議
設
時
間
問
、
滋
絞
れ
問
、
納
付
金
校
入
内
苦
し
い
減
少
に
よ

M

凡
地
を
帆
闘
え
拾
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
の
悩
…
校
生
守
を
慎
重
に
檎
討
し
対
処
し
て
け
、
事
業
収
録
が
少
在
〈
な
コ
て
弘
旬
、
で

む

い

と

患

い

ま

す

。

ま

い

り

た

い

と

号

、

え

て

お

り

ま

す
a

お
り
ま
す
ι

時
間
期
も
、
々
的
多
〈
は
佼

認
可
計
飾
的
事
業
主
し
ま
し
て
は
、
当
ヤ
隅
‘
こ
れ
は
か
わ
る
方
後
と
し
て
、
水
晶
円
企
掛
端
的
則
的
支
払
利
府
知
及
び
減
傾

J
小
の
洪
給
L

は

沌
年
度
ま
で
確
保

と
生
涯
教
管
等
の
流
淡
い
い
慾
カ
し
て
ま
家
が
介
壮
伎
し
て
お
り
ま
ナ
的
で
屯
係
滋

い
り
ま
す
α

的
に
ご
協
カ
い
た
だ
け
る
よ
う
方
援
を

ま
ザ
、
青
少
年
総
全
脊
成
事
業
に
つ
綴
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

き
ま
し
て
は
、
少
年
券
行
防
止
の
た
め
文
化
卒
業
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
怒
と

の
有
効
な
方
策
は
、
家
臨
時
で
め
し
つ
け
あ
び
こ
の
文
化
遺
畿
の
撲
滅
と
治
則
を

や
救
済
的
然
減
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
は
か
り
、
滋
仲
間
と
般
市
民
的
中
か
ら
新
旧

す
。
子
供
会
、

P
T
入
、
奇
心
/
年
初
総
務
総
文
化
的
給
制
刊
を
は
か
り
、
芸
街
印

刷
瓜
議
総
務
談
会
、
学
校
、

A
Y
年
セ
ン
タ
休
場
に
対
す
る
助
成
と
脊
成
に
努
め
て

l
指
導
員
等
き
的
ニ
ま
か
く
対
応
、
絞
ま
い
り
ま
す
σ

報
交
換
や
単
品
織
の
あ
り
小
々
に
つ
い
て
話
次
に
体
務
行
践
に
つ
い
て
申
し
上
げ

し
合
い
を
持
っ
と
と
も
に
、
毎
月
第
3
事
す
e

討問峨
H
を
可
申
部
柿
略
的
召
し
と
し
て
も
小
中
市
統
的
陣
織
で
生
き
が
い
の
あ
る
生

中
学
校
を
舷
と
し
て
時
び
か
け
て
お
り
る
淡
町
災
現
に
つ
い
て
は
唱
の
や
応
的
な
ス

家
紋
そ
ろ
っ
て
食
準
ψ
ゆ
す
る
な
ど
、
家
ポ
ー
ペ
レ
ク
リ
千
l
Y
3
ン
活
動
を

燦
内
め
総
予
約
関
係
あ
ふ
し
い
明
る
い
楽
し
む
綴
絞
め
絞
備
や
場
的
措
設
が
必

も
的
じ
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
事
て
叫
照
的
な
ニ
主
で
あ
り
、
ス
ポ

i
ツ
の
お

そ
し
て
終
局
的
に
は
、
府
内
ヂ
停
が
地
街
化
、
永
品
料
化
を
は
か
る
に
は
綴
線
鶴

域
社
会
的
一
混
と
し
て
‘
背
骨
年
約
業
と
集
団
活
動
が
一
挙
で
あ
り
ま
す
n

体
的
役
割
和
加
が
綴
判
例
き
れ
主
け
れ
ば
そ
の
た
め
、
体
制
封
殺
縛
妥
民
、
持
古
円

な
ら
む
い

k
緩
い
ま
す
。
桝
閉
会
湾
内
治
動
が
一
議
促
進
さ
れ
、
各

次
に
市
民
間
芋
渋
川
出
動
に
つ
い
て
は
、
持
ス
ポ

1
y教
室
内
線
配
地
も
前
M
州
事
加

公
日
比
給
事
業
の
長
官
吋
大
学
、
綿
入
火
学
‘
の
体
育
行
事
等
社
会
体
調
H
A
引
先
物
別
を
目

家
経
教
官
H
学
耕
地
叩
の
や
殺
を
は
じ
め
‘
ざ
し
ま
す
巴
的
年
肢
は
、
市
川
町
体
育
館

名
M

仏
教
訓
世
必
然
深
川
明
市
内
の
大
学
の
め
悌
R

川
別
部
淡
の
総
訟
に
向
け
牟
備
を

山
州
紋
議
後
や
筏
聴
覚
段
付
の
活
掛
川
、
説
い
れ
に
し
ま
す
わ

閥
的
措
均
刷
会
の
幸
一
掩
等
、
で
き
る
か
事
止
に
市
史
掘
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
申

り
学
沼
町
一
場
と
総
会
や
け
似
L
て
ま
い
し
上
げ
ま
す
。

り

ま

す

。

術

史

樹

M

河
口
ん
感
染
は
、
約
刊
年
閉
め

ま
た
匂
校
会
数
存
を
進
演
さ
せ
る
に
ぬ
削
減
で
川
端
的
て
お
り
事
す
が
、
ヰ
年
も

は
‘
最
も
必
要
主
こ
と
は
終
噂
品
創
的
路
線
k

間
約
動
が
重
要
な
窓
球
か
F
Uや
り
ま
す

川
怖
に
あ
り
ま
す
ヌ
ポ

1
ソ
や
教
育
文
め
で
・
志
望
刊
行
の
た
め
め
総
点
・
研

化
婦
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
、
究
、
執
筆
沢
一
桝
か
給
付
し
、
実
際
的
諸

市
民
的
決
議
一
的
な
行
動
に
よ
ワ
多
く
的
先
研
究
を
噺
内
線
い
た
し
ま
す
c

術
品
吻
荷
が
泌
総
さ
れ
て
お
り
ま
寸
。

h
d

ら
に
、
市
内
に
は
多
く
の
縦
訓
刊
な
寺
内

抗
出
却
資
格
で
ム
門
的
ら
れ
、
抑
制
刷
の
努
た

に
も
カ
か
わ
ら
ず
、
収
益
性
誌
低
下
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
療
も
、

1
泥
中
力
メ

i
b
ル
ム
当
り
の
給
水
際
機
安
心
…
際
的

l

市
内
全
域
を
プ
口
ノ
ク
化
寸
る
苧
作
品
E

9
0
m
の
に
す
る
こ
と
が
て
き
ま
し
た
と
し
て
、
校
側
W
弁
淡
筒
工
事
を
引
き
い
廿
】

山
町
、
引
き
付
税
冬
税
岡
市
町
抑
制
に
一
濁
轄
き
災
総
い
た
し
ま
す
。
こ
の
よ
併
は
、

カ
を
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
笈
殺
し
た
キ
杯
肢
が

4
年
忌
で
あ
り
全
体
削
減
カ

収
入
的
確
保
に
絡
め
、
総
統
仲
間
内
向
上
気

γす
る
の
は
m
m
知
山
例
年
政
と
な
っ
て

を
陸
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
的
と
考
お
り
ま
す
。

え

て

お

り

ま

す

。

以

上

、

問

初

出

年

絞

め

本

道

事

業

内

次
に
、
主
な
建
設
工
事
に
つ
い
て
府
機
泌
を
中

t
ま
し
た
が
、
卒
業
会
と
リ

L
Kげ
ま
す
。
変
即
民
総
河
本
総
約
一
環
ま
〈
後
醤
環
境
は
、
年
を
前
m
q
て
般
!

と
し
て
交
に
総
べ
ま
し
た
二
つ
の
押
木
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
牢
皮
も
、
作

場
開
問
を
い
粕
ぷ
滋
水
伊
刊
を
布
設
い
た
し
ま
行
投
資
悲
脱
税
カ
符
X
る
こ
と
、
有
続
加

す
。
総
ぷ
段
良
工
事
と
し
ま
し
て
は
宮
小
川
パ
ー
セ
ン
ト
告
を
剛
持
す
る
こ
と
、

柴
崎
放
ひ
に
中
締
土
地
収
倒
的
舵
殺
後
域
食
時
世
品
川
依
存
体
質
を
役
務
す
る
ニ
と
み

内
等
へ
の
配
水
管
指
紋
工
事
及
川
V

闘
出
、
経
営
方
針
と
し
て
努
力
い
た
し
ず
ケ
認

会
出
、
新
本
山
崎
光
線
的
必
水
管
布
設
替

γ
ふ
事
を
川
流
附
叫
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た

501 
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一一六

直到

アンケ…トカ<j蛇

帯主を対象とし

ほとん

墜:三塑
40ftを中4e.jこ50
代、 30伏、 6011:
の療に事<20ft 
l'1下{ま少ない。

暖三ヨ自
主主答者が世華主

ぞ島ることカ‘ら

会社員が多く、

主婦、学教は少

をい。

以
上
め
よ
う
な
紛
熱
か
ら
、
定
住
性

を
盗
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
nu
滋
生
滋

に
殺
接
関
わ
る
生
活
問
刊
絞
め
綴
織
が
細
川

耽
怖
と
い
え
ま
し
ょ
、
主
そ
れ
と
と
も
に
、

長
期
的
な
ま
ち
づ
〈
り
を
考
え
た
場
合

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
市
総
設
的
資
の

向
上
も
考
え
る
必
繋
が
め
り
そ
う
で
す
。

殺滋子市への勝住意欲

後釜塗童日
車道と子が多く、

いわゆるf実家族
世帯I止、全体的
釣鵠%を市める。

轍劉
6-10年内人カf
'p.tもで島り、会
{字母3分母2が

10年nl'で為る。

濯写室湾議む

褒
夜
、
終
段
作
幾
ガ
進
め
ら
れ
て
い
る
締
舶
会
計
闘

に
お
再
開
の
脇
田

8
L仰
の
毅
脳
同
を
反
酬
明
さ
ぜ
る
た
め
、
附
昨

年
村
山
月

1
日
号
mw広
絹
靴
下
、
行
な
っ
芝
、
ま
ち
づ
く
り

P
ン

ケ

i
ト
し
の
経
由
市
と
そ
の
分
析
が
、
こ
の
白
地
ど

浅
み
絞
り
ま
し
芝
。
回
答
者
殺
は
?
、
7
6
4
1
0
由
で
窃

奴
率
、
6
・
お
%
。
間
同
出
轄
の
方
法
で
州
開
市
が
応
り
っ
と

例
で
は
?
配
地
的
削
後
か
多
く
、
こ
の
種
の
戸
ン
ケ
;
ト

と
し
て
は
き
わ
め
て
蕊
い
開
制
収
率
を
一
訴
し
ま
し
だ
。

後
年
の
総
合
計
一
盛
の
ス
タ

i
ト
法
で
に
も
冷
由
民
戸
ン
ケ

i
iト
は

3
闘
行
う
予
定
で
す
が
、
輪
部

1
8
8の
今

回

片
品
、
後
孫
子
の
環
状
に
つ
い
て
の
設
総
ガ
南
甲
山
山
で
、

①
我
議
ヱ
J

叫
め
へ
の
騒
住
議
欲
②
我
孫
ヴ
フ
あ
の
イ
メ

i

vy③
都
市
繋
概
観
に
対
サ
る
潟
怒
獲
の

3
点

に

つ

い

て

滋
択
肢
刷
出
4
誌
で
行
い
ま
し
だ
。
家
信
ι、
自

密

記

入

綴

に
は
開
制
宜
口
畿
の
6
割
を
認
す
人
ガ
記
入
、
市
油
棋
に
対

す
る
多
く
の
加
盟
賞
鐙
や
提
言
ガ
警
せ
ら
れ
、
関
関
山
却
の
官
同

さ
表
示
し
て
い
談
役
，
。
と
の
戸
、
ノ
ケ

i
ト

m
w位
開
閉
離
は
、

市

mw課
題

や

こ

れ

か

ら

の

方

向

性

を

定

め

る

上

で

の

参

餐

む

い

た

し

ま

す

。

ご

協

力

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

涼
し
い
た
。
"
問
問
い
合
わ
せ
総
合
計
溺
策
定
事
務
恵
"

屡
余
年
数
に
つ
れ
て
判
事
柏
市
閣
に
叫
付
す
る
絞
殺
波
在
的
関
係

定
住
窓
議
も
術
開
く
で
み
る
と
、
日
常
設
治
に
隊
機
閥
わ
り

ま
ず
最
絞
め
活
白
意
欲
で
は
、
問
者
一
も
つ
鉄
道
や
幹
報
道
路
、
関
物
、
が

義
的
mm
・
6
%
が
「
住
み
続
け
た
い
」
ミ
・
し
附
肌
ヘ
然
帯
同
開
国
・
幼
稚
図
、
同
闘
機

と
一
答
え
て
い
求
、
ぜ
'
G

州
側
海
心
刀
法
や
特
性
・
下
水
淡
な
ど
的
域
経
に
つ
い
て
は
、

等
が
異
な
る
た
め
一
…
織
に
は
い
止
ま
せ
そ
の
滋
後
波
に
応
じ
て
級
住
容
次
に
も

ん
が
、
近
球
市
の
潮
間
後
付
制
緩
と
化
的
L
q

蓋
が
表
わ
れ
ま
し
ム
ペ
こ
れ
ら
の
割
引
隠

る
と
、
前
川
市
(
問
地
hw
訂
年
口
問
泌
総
〉
に
叫
叫
す
る
満
足
度
が
高
い
人
昨
日
yhm4伎

が
“
・
2
%
、
波
山
出
出
(
印
年

7
R〉
絃
湘
酬
も
潟
く
な
フ
て
い
ま
す
ω

逆
に
蛸
閥

均
%
、
制
組
問
十
市
〈
mw
年
4
月
)
m
'
S

盆
や
水
制
問
‘
M

押
し
乙
い
ヮ
た
夜
呂
で
は
、

%
と
な
っ
て
お
リ
、
欺
的
品
川
ば
で
は
平
満
足
度
と
い
し
此
仲
比
較
滋
と
め
関
係
は
あ
ま

均
川
町
主
題
答
状
況
で
し
允
。
り
表
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

仙
地
区
則
的
で
は
新
木
、
和
枚
持
持
協
の
継
し
か
し
、
『
住
み
絞
け
た
い
い
と
滋

絞
殺
機
が
若
干
除
く
な
っ
て
い
ま
す
。
え
た
人
も
、
公
同
問
、
下
水
道
、
係
機
ぬ

綴
仲
間
山
時
総
別
ヤ
は
持
家
が
綾
も
官
同
く
、
設
な
ど
に
つ
い
て
は
決
し
て
満
足
し
て

公
常
民
段
、
開
肉
食
没
後
.
校
ゆ
弔
問
肢
の
緩
い
る
わ
け
で
な
く
、
絡
に
手
爽
尽
の
木

に
低
下
。
居
住
年
数
と
め
関
係
で
日
円
安
浄
化
に
つ
い
て
は
緩
い
本
絡
を
示
し

2
年
以
下
が
終
に
低
〈
、
後
〈
な
る
に
と
い
ま
す
。
一
方
~
寸
移
転
し
た
い
い

つ
れ
ど
法
総
意
縫
は
高
く
な
っ
て
い
ま
と
榊
耐
え
た
人
で
も
、
小
中
学
校
内
削
減
機

す
c

品
、
験
的
問
附
余
に
対
し
て
の
不
満
皮
は
、

担
僻
務
整
梯
闘
の
瀦
足
農
と
比
較
的
総
く
な
っ
て
い
草
す
。

開

題

住

意

欲

A
W

輔

関

係

金

渓

創

刊

伎

の

畿

地

閣

と

こ
向
勝
住
意
欲
を
・
次
双
C
M悶
べ
み
器
提
の
向
上
が
ぶ
加
藤
宮

「
級
品
、
水
が
多
〈
‘
自
然
や
毘
間
関
刷

景
に
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
は

U
H

，
z
%
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
怒
ま

れ
て
い
る
」
と
寄
え
た
人
は
紛
-
6
%

で、

A
W
わ
せ
て
糾
-
8
%
の
人
が
'H然

療
機
に
緩
ま
れ
た
ま
ち
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
も
q
て
い
ま
す
a

ま
た
可
史
跡
も

多
〈
、
文
化
的
J

滑
り
判
的
い
L
L
つ
い
て

も、

J
r
ミ
ヲ
需
品
う
」
と
蜘
貯
え
た
人
が
、

♂
々
、
フ
間
部
わ
な
い
L

と
W

甘
え
た
人
を
ふ
〈

き
く
上
削
闘
っ
て
い
ま
す
。

反
崩
問
、
縦
約
や
事
務
所
，
ヱ
場
な

ど
が
あ
っ
て
治
一
汎
が
あ
る
い
と
答
え
た

人
拾
わ
ず
か
に
4
%
句
山
間
前
均
的
人
が

ご
ぞ
う
思
わ
な
い
L
Eし
て
い
ま
す
必

然
減
や
パ
ス
が
発
達
し
て
い
て
使
純

で
あ
る
い
に
つ
い
て
も
よ
と
つ
忠
わ
な

い
」
と
答
父
た
人
以
6
刻
以
上
ロ
料
村
に

新
木
、
布
住
地
区
で
は
9
制削告制端、久

自
然
、
歴
史
的
な
沼
間
選
わ
い
て
い
る
ニ
と
が
そ
の
ま
ま
イ

イ
メ
ー
ジ
が

b
ツ

プ

に

メ

i
ジ
い
い
淡
わ
れ
て
い
る
も
の
と
綴
わ

こ
こ
で
は
務
総
子
市
開
に
対
す
る
現
在
れ
ま
す
吻

の
イ
メ
ー
ジ
を
閥
川
急
設
し
た
。
市
民
同
時
、
そ
の
他
の
イ
メ
ー
ジ
心
つ
い
て
は
、

辛
ほ
と
L
て
由
自
然
・
臨
脱

出
此
約
な
イ
メ
i
ジ
が
強

く
、
総
市
出
前
蹴
鱗
的
側
…
聞

で
は
泌
総
で
事
ゐ
イ
メ

i
ジ
を
も
っ
て
い
な
い

よ
一
フ
で
す
。

イメージ誌、自然と

歴艶!と慧さまれ疋ま君、

藤泰援護活
問主義てがI正直司
会言及療を出めて

i踏墾費型代務担主動塾J
40f¥この会社灸l'子どもがあ守、

mに往んて'101F未満の<r.iヨ，'('1寺
ち家、 ム戸主主iこ湾住する{険者?と主

我孫子市の
イメージ

d弘子宮照的懇いの主語、手賞，話会費量

ほ
と
ん
ど
窓
口
凡
が
二
分
さ
れ
て
い
ま
す
の
く
な
る
は
ど
お
総
も
点
く
な
勺
て
い
き

懸

念

年

数

短

い

人

の

ま

す

c

脱
税
〈
絞
め
ば
伐
む
ほ
ど
、
地
域

器
制
服
澗
低
い
交
滋
条
件
に
問
問
ず
る
知
泌
が
燃
え
る
こ
と
の
表
わ

さ
ら
に
日
間
住
年
数
と
的
関
係
T
み
る
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
α

と
、
尚
凶
然
環
境
に
つ
い
て
計
年
以
ふ
内
務
し
い
国
世
帯
献
を

終
段
総
て
は
吋
そ
う
窓
う
」
と
す
る
比

y
%
、
ヲ
加
え
る
か
が
カ
ギ

巾
ゆ
が
務
下
滋
ち
て
い
ま
す
『
こ
こ
釦
年
金
絞
め
に
み
る
と
、
我
孫
r
T
内
ノ
メ

問
に
わ
た
る
謀
議
室
化
を
、
歩

!
rン
は
自
然
、
寝
間
安
史
跡
な
ど

な
か
ら
ず
一
抵
抗
明
し
て
い
ゐ
内
か
も
し
れ
町
田
存
の
も
的
に
蹴
る
総
肉
が
効
く
山
山
て

ま
サ
ん
。
一
万
、
交
通
条
件
に
つ
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
殺
綴
品
川
huぬ
孫
子
め

は
、
機
し
て
総
住
年
数
町
一
期
い
人
的
雨
前
将
来
階
部
長
考
え
る
た
め
に
は
、
務
上
い

胤
酬
が
徐
々
に
俄
〈
な
っ
て
い
ま
す
。
特
疲
殺
を
ど
フ
加
え
て
い
〈
か
が
重
姿
に

に
1
1
3
2
部
い
の
怜
%
以

t
の
人
が
な
る
で
し
ょ
っ
忽

便
利
と
は
忍
っ
て
い
ま
せ
ん
、
三
れ
は
古

市
街
化
的
進
作
up
釈
を
中
心
に
外
へ
と

ん
仇
が
り
‘
問
机
と
家
と
の
関
係
的
変
化
か

ら
き
て
い
る
と
も
一
号
え
ら
れ
ま
す
c

時制

史
e
-

文
作
山
内
地
検
で
は
、
格
住
年
数
が
多

争
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宅ラ

』岬

協

第633~予'[Jt お
ー
、
7
5
1
人
中
、

l
‘
1
1
1
人
寝
間
闘
は
段
取
高
め
通
り
で
す
が
、
こ
れ
を
，
「
一
福
祉
、
隊
線
、

が
意
見
告
寄
せ
る
さ
ら
に
ま
げ
な
八
認
と
し
て
ま
と
め
る
異
物
、
級
生
い
必
災
、
日
間

今
脳
的
ア
ン
ケ
1
}
め
火
き
な
特
徴
と
、
殺
認
子
釈
繍
泌
総
俗
、
下
水
品
擦
な
相
品
、
公
害
い
の
械
に
な
っ
て

と
も
い
え
る
の
は
.
鶴
お
務
1
7
5
1
ど
の
然
治
繍
抽
抵
抗
蛍
綴
に
関
わ
る
も
の
が
い
草
丈

人
中
、
実
に
閃
J
明
%
の
1
、
1
1
1
人
お
・
4
%
で
ト
ァ
プ
。
次
い
件
、
総
品
N
H
判
こ
れ
ら
の
絞
見
に
は
、
行

が
約
機
記
入
欄
に
耐
問
ら
か
の
記
載
を
し
側
、
公
正
(
持
思
議
総
数
へ
め
不
構
‘
行
政
絞
サ
ー
ビ
ス
、
ま
ち
づ
く
り
の
各
分
間
約

た

こ

と

で

し

ょ

、

七

サ

i
k
ス
に
対
す
る
叩
小
川
械
が

m
・
6
%
、
に
わ
た
る
不
潔
が
多
〈
S
H
め
る
一
方
で

内
容
は
歩
後
に
わ
た
り
、
H
E
滋
に
分
夜
回
線
、
千
代
凶
緑
川
町
一
増
発
e
絞
殺
化
検
緩
め
な
紋
終
的
提
言
や
窓
燃
も
多
〈

料
集
計
し
た
だ
け
で
も
1
0
5
項
開
討
や
パ
ハ
ス
な
ど
交
滅
後
闘
に
田
内
す
る
も
内
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
治
で
は
今
後
、
刊
行

に
の
ば
り
ま
し
た
ら
山
内
務
以
内
上
位
却
が
日
・
4
%
と
続
き
司
以
下
、
「
文
化
紗
J

小財閥
U

炉
設
毅
と
も
に
は
く
あ
る
ζ

と

(5) 1984. 3. 1込

総隊記入欄内容別

記入者数ベスト泌

交

通

へ

の

本

議

度

拡
樹
木
、
布
佐
で
は
9
制
措

軒
闘
車
線
機
に
対
す
る
満
足
殺
で
は
、

九
減
、
側
溝
・
下
水
滋
、
保
柚
世
記
臨
機
織

設
、
子
山
尚
初
出
向
水
質
浄
化
に
つ
い
て
、

不
満
を
一
部
す
人
が
開
%
を
総
え
て
い
ま

す
q

よ
内
う
ち
交
通
に
つ
い
て
は
、
イ
メ

ー
ジ
を
縁
ね
た
設
問
に
対
す
る
終
準
と

間
同
様
に
、
和
利
水
、
布
佼
地
反
の
不
機
淀

川M
Q
d

制
剖
に
も
達
し
ま
し
た
9

間
関
ヒ
成
邸

線
沿
線
小
、
も
、
相
尚
北
地
反
的
不
品
開
療
が

M
W

・
6
%
と
い
く
ら
か
低
く
な
っ
て
い

る
的
は
、
天
王
お
釈
と
を
総
よ
ハ
ス
的

問
院
が
あ
る
た
め
と
子
怒
号
れ
ま
す
a

ま

た
‘
協
議
・
下
水
濯
で
は
地
域
下
本
道

が
駁
さ
れ
て
い
る
純
綿
子
立
地
皮
肉
地
洲

口
比
泌
が
お
e
5
%
と
M
U
く
な
っ
て
い
ま

を
準
↓
現
に
後
け
と
め
る
と
と
も
に
、
日

と
つ
ひ
と
つ
の
持
を
ま
も
っ
〈
り
に
時
間

磁
的
に
活
か
す
方
策
を
考
え
て
い
き
た

い
と
緩
い
牢
す
柑

ス
内
対
象
者
が
い
A

な
い
た
め
に
「
ど
ふ
り

ら
で
も
な
い
」
と
す
る
人
が
多
い
と
岡
部

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
終
に
総
統
に
つ

い
て
は
、
世
間
齢
化
技
品
質
的
問
題
ゃ
い
っ

そ
め
ザ

l
ピ
ス
内
対
象
殺
と
な
る
か
も

し
れ
な
い
日
常
生
活
を
考
え
る
と
、
現

寸
a

こ
れ
は
潟
水
排
水
に
対
す
る
議
機
川
町
代
的
男
憶
で
あ
る
ニ
と
か
ら
、
没
後
松
町
サ
ー
ビ
ス
的
対
象
と
そ
の
あ
り
ち

の
淡
わ
れ
で
し
ょ
う
"
地
区
総
差
が
は
や
子
ど
も
た
ち
の
一
静
岡
削
は
、
こ
の
結
果
を
事
ら
に
擦
り
な
が
ら
、
術
民
的
意
向

っ
き
り
と
淡
わ
れ
て
い
る
の
が
保
健
涯
と
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
を
一
統
燃
す
る
必
姿
が
あ
り
ま
令
。
終
止
期

時
増
持
組
設
。
湖
北
総
径
約
滋
足
度
目
制
・
7
ま
す
。
水
準
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
民
約
締

%
に
い
川
し
、
教
も
総
い
締
本
地
区
で
は
機
祉
に
つ
い
て
は
が
紙
い
小
中
学
校
以
句
協
縫
一
誌
に
比
べ

5
・
1
%
し
か
満
足
と
す
る
人
は
い
ま
さ
も
に
務
総
な
分
続
を
関
心
が
潔
い
か
句
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

せ
ん
で
し
た
。
争
終
錨
浄
化
に
対
す
る
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
a
が
抑
%
制
判
開
刷
機
会
が
少
な
ぐ
誇
阪
で
き
な
い
と

ず
小
川
綱
渡
は
最
も
熱
い
け
・
2
%
、
給
制
円
以
上
町
市
制
呂
に
つ
い
て
は
、
菩
ら
に
露
関
都
わ
れ
る
市
政
務
総
司
集
会
誌
設
に
つ

的
に
不
滅
で
あ
る
点
を
事
憾
に
受
け
E

M
糊
な
綾
討
が
必
嬰
で
し
さ
え
幼
稚
開
闘
い
て
は
、
今
後
利
消
状
必
材
料
疫
を
ふ
ま

的
、
今
後
の
対
績
に
取
り
組
ん
で
い
事
'
保
育
郎
、
機
設
は
、
家
族
は
サ
i
ピ
、
え
た
分
析
を
し
な
け
れ
ば
は
な
り
ま
せ
ん
。

た
い
と
怠
い
ま
す
。

型
揖
崎
町
問
、
す
〈
砕
山
山
検
問
叩
持
品
、

幾
康
抽
帽
姑
瑠
M
M

ハ
ツ
キ
号
と

道
路
、
公
開
明
文
化
施
設
、
関
同
時
制
に

つ
い
て
は
、
全
市
的
に
み
る
と
満
足
・

不
必
的
議
は
大
き
く
あ
り
ま
廿
ん
。
し

か
し
地
区
別
に
み
る
と
大
き
な
議
が
で

で
怒
ま
す
。
同
開
J
Aば
照
的
制
で
辻
、
複
数

の
大
閣
時
附
間
以
綴
が
あ
る
災
孫
子
花
、
湖

北
地
区
内
満
総
燃
は
、
5
劉
か
ら
6州
側

あ
る
の
に
対
L
‘
続
本
、
布
佐
伯
均
夜
寸

は
2
刑
制
い
い
も
途
し
て
い
ま
け
ん
s

文
化

地
語
に
つ
い
て
も
、
施
設
か
ら
隊
総
的

に
遠
い
殺
孫
子
北
、
続
本
、
布
依
均
貯
協

は
、
抽
出
柏
崎
院
に
え
べ
綴
続
肢
が
紙
く
な

っ
て
い
ま
す
η

公
箇
に
つ
い
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
間
関
終
殺
の
中
心
が
初
代
・

部
平
均
か
ら
み
左
抽
出
限
到
溝
定
鍵

怒

時議

都市幾鑓に

で対する潟JV箆

自う鉄i裳{歓}や孝念総進路の録後

Iij家のまわりの也会滋絡め鰻館

関長総や港び場滋動織の霊安鍔

綴開港や下ホ滋クラ繁鎗

在日銀献努や総稚園の繋銭

自最小学校や令学授の聖護儲

許信器霊会さや会民腕の枕箆殺の欄

間文協議で判長義盛和銀し終

段]終錠や援然考察の保健・芭殺免誌の象議

室雪献附ス'一等での興特ク〉掛さ

[0ごみ続首長、 し厳然滋

関老人や神安省ぷ)jする福枝サ…ピえ

ヨ喜子製紙合将積沼の決策削ζ

阪自然の悼の保全

殺しし、圭昔、会百十摂ilづく 1)1念、下図的手織で滋められていきますが、この罪号、
アツケ トや市民集会合災施し、絞さんの乏がまちヴくりに謡支援反映さ手

札る場をもちたいと山容えていEまず。第記際]図的アンケート{主連蔭本車茸惣につ

いて、事高 3主主臼』主主義=4>:言十長盟内向答についてお開きする予言詰マす。
るまで新しい総合計画jがで

!証券陀
62年スタートを間指して

一 62年駿60 57 
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以
上
は

人

で

今
月
、

実
際
か
か
っ
た
震
療
費
を
通
知

「雨時間

主主重量殺湾霊童〈文化。員・少年センター・後

i 澱銭ライブラリー〉の務務祭ガ次の還り綴
転~\去さし家宅言。図醤皇室l韮従来霊童り。

ー移転英語a3月26BC符〉
争移転先 7Jく還俗霊童霊センター4儲〈教

襲警護震災会事務祭〉強線三子?鑓4
滋賀露

喜重 役会事聖書寄課 金85-1151
少年センタ…怨85-1514

冷
機
〈
滋
た
き
り
状
態
の
だ
は
泌
総
〉
以
上
の
お
年
寄
り
が
、
昨
判
然
h
v
ケ
ガ
で
あ
医
者
さ
ん
に
か
か
る

と
き
は
、
老
人
保
鍵
で
診
療
な
受
け
れ
拙
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。
昨
年
2
尽
に
鎗
ま
つ
だ
こ
の
酬
明
脚
臓
は
み
格

的
な
高
齢
化
社
会
党
也
迎
え
る
な
ガ
で
、
壮
年
期
か
ら
の
淡
猪
予
防
や
健
康
づ
く
り
の
だ
め
の
各
措
憾
の
再
開
鍵

事
業
と
…
体
と
な
っ
て
、
老
後
の
健
康
の
係
機
と
滋
切
な
箆
療
を
確
保
し
な
が
ら
、
家
内
吋
楢
帽
え
続
け
る
老

人
禅
師
欄
間
関
佼
抑
制
し
、
さ
ら
に
そ
の
魚
級
品
金
銭
即
席
み
ん
な
で
公
平
に
し
よ
う
乞
い
う
ち
の
で
す
。

調
…
外
来
訪
4
0
0
円

3 13 26悶(月)から水運沼
管理センタ…4諮へ

A健康づく与に老人事襲後がひと役。

とを V こ絵 V こはしし手る
に長良 F、と有jタ事と 、なで中長会是ヂ荷
な波紋 iこの来 2こ次 17い〈合主主
りに なま金 なの仇る詩震はや

李占桑2護霞 2守宮襲饗一重
信 3 しずに・す リ t草卒者か五時
~ 0 1.こ 翻 4 首会 E 吉事主罪主著者んな
た oa 0 機 魚せ重正証どと
だf'lか 。所 長Eんの f守 f寸てw
L をら F司ニ了 霊堂。僚手書芸会
長章受 2 をと をそ方)れ縦
揺賢司、か 交に 支のをとねを
係 j )守 勢湾 打、機提 jm義章受
険、 I滋 ヲめ フ tニ治入主聾け

国んなと ~Iま手続きを一

事

静穏

叶

聞

分

け

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

包

一

一

蹴

一

監

義

り

た

巧

怒

鳴

る

ピ

ゆ

芸

、

こ

的

遣

は

霊

童

喜

一
割
一
官
居
G
Jノ
U
U
J
a
M
4

女
之

fhO
主
謀
議
険
で
も
す
で
に
実
泌
さ

{

防

護

れ

ご

い

ま

す

。

受

諮

問

抑

制

で

は

あ

り

ま

皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
が
で
総
響
機
間
同
月
間
同
に
老
人
保
鍵
で
受
鈴
し
h

仏
関
川
間
州
問
せ
ん
の
で
、
必
婆
な
と
き
U
M
M十
分
な

な
ど
で
治
療
を
後
け
た
銭
感
は
、
そ
の
綾
保
険
の
加
入
殺
に
対
し
て
、
副
党
総
者
治
串
骨
子
d
宝
け
、
日
中
間
期
終
段
、
刊
十
附
期
治
臨
時

診
療
山
内
ポ
ダ
ゲ
ザ
務
先
す
る
機
関
を
経
由
し
ご
と
は
入
持
出
、
外
来
、
品
開
制
w.
薬
剤
に
を
心
が
け
て
〈
灯
事
勺

て
、
機
さ
ん
が
支
払
っ
た
一
部
負
知
念
日
制
}

を

除

い

た

鶴

喜

が

湿

器

蓄

に

主

要

。

髭

こ

よ

八

ノ

こ

う

接

言

寄

っ
て
い
ま
す
。
こ
的
資
総
は
み
ま
ん
療
一

7
爵
6
え
ィ

f
q必
需
占

が
加
入
し
て
い
る
際
線
機
淡
か
ら
の
鎚
日
間
」

出
山
会
と
間
関
1

附
附
お
よ
び
市
か
ら
の
負
担
担
老
人
保
幽
階
級
獲
で
は
ぷ
問
機
苧
絞
」
立
た
せ
る
記
録
制
帆
で
す
の

品
認
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
9

(

溺
B
参
が
つ
く
ら
れ
、
対
象
殺
に
交
付
さ
れ
ま
綴
療
を
品
背
け
る
場
合
に
は
保
険
廷
に

開

〉

す

n

勺
峨
附
榔
相
必
ず
蛸
明
人
を
添
え
て
医
者
に
同
賢
治

そ
ニ
で
古
市
で
は
、
密
然
崩
間
内
総
合
知
吋
時
間
綾
子
綬
z
は
、
高
一
者
に
か
か
っ
た
ナ
ゐ
こ
と
に
な
り
ま
す
3

る
こ
と
で
、
綾
絞
め
大
明
荘
、
帥
間
際
づ
と
き
の
記
録
や
健
康
診
殺
め
紡
糸
、
あ

く
り
に
対
す
る
縁
糊
酬
を
絡
め
て
い
た
だ
る
い
は
8
常
の
銭
嫌
状
態
を
必
然
す
る

く
た
め
に
、
修
お
ん
が
配
陣
織
機
関
等
で
な
ど
‘
医
擦
と
経
常
的
僚
機
管
制
哩
に
役

会
診
し
口
際
的
医
癌
噛
民
的
放
を
お
知
ら

め
滋
知
は
昭
和
田
年
H
Hけ
の
ー
か

画 4告人保健のLくみ 函
長了五五と
関係|
明 11 1 

魚jf刻 i負主主

企護霊霊平空襲i幻自主義からの』必需
ぷ。 空テ14.告側、 主連コ 10.5'鋭
部大きさ

鴻
分
過
ぎ
る
と
警
告

公
留
に
新
型
ト
イ
レ

泊
分
以
上
然
燃
す
る
と
ブ
ザ
!

伊白

m

F

m
和
的
事
子

竣
4

k

主
義
コ
ン

膨

け

タ

ー

ル

東

日

本

、

コ

大

告

で

、

第

4

部
楽
ト
学
喜
劇
市
総

滋

車

車

両

日

グ

;

器
時
が
襲
撃
祭

ふ

約

機

し

ま

し

た

D

こ
・
4

今
回
倒
的
コ
ン

ー
ク
i
ん
に
は
唯
一
の

n
y
i
h
r絞ゆ

と
し
て
参
加
し
た
も
の
で
、
純
血
枇

あ
ち
全
国
一
と
な
っ
て
い
る
削
門
的
問
に

と
っ
て
は
、

1
務
経
と
は
い
え
、

こ
殺
傷
党
骨
院
を
滋
し
た
こ
と
が
ち
ょ

F

ヴ
ザ
り
郁
織
に
円

i

齢
制
調
特
訓
閣
は
大
作
先
生
。

t
w

ぷ時
nn
の
欠
か
さ
な
い
棟
続
も
ふ
九

れ

一
四
一
後
で
払
い
戻
し
を

恋
人
傑
綴
で
は
、
国
民
健
厳
然
続
や
ト
な
ど
の
品
川
擦
問
問
呉
を
一
務
入
し
た
場
合

船
時
的
窓
蝶
岬
再
検
の
療
養
山
間
と
同
じ
よ
う
菜
、
基
準
看
護
で
な
い
務
総
へ
入
院

に
、
語
録
な
場
合
‘
か
か
っ
た
組
問
開
閉
し
て
い
て
、
棄
が
空
緩
い
雲
、

を
一
時
、
本
人
が
ぷ
て
鍛
え
払
い
を
し
、
ま
た
は
線
対
法
的
が
必
淡
な
湯
舟
で
、

援
で
必
機
感
一
級
を
ふ
ル
入
し
た
申
請
書
を
険
制
附
や
務
機
織
の
常
時
監
視
が
必
要
な

泌
に
徽
似
し
て
払
い
戻
し
を
受
け
る
ニ
た
め
、
付
き
添
い
看
護
の
者
を
猛
っ
た

と

が

で

畠

ま

ず

@

と

島

め

醐

政

問

問

て
緊
急
に
詩
擦
を
没
け
を
け
れ
ば
穴
、
入
院
ま
た
は
転
絞
め
崎
人
材
、
捕

な
ら
な
い
場
合
、
叫
ん
〈
に
然
後
援
線
機
気
が
重
く
て
安
一
行
で
き
な
い
允
的
、
臨

問
闘
が
緩
い
な
ど
の
酬
明
闘
で
、
削
除
臨
時
訟
稼
動
車
を
利
用
し
、
そ
の
務
伐
を
支
払
っ

機
関
以
外
的
機
総
‘
後
樺
所
で
診
擦
を
た
と
き
的
資
閥

後

け

た

場

合

た

だ

し

、

一

、

一

一

円

場

合

は

、

や

む

一
一
、
略
行
中
な
ど
、
緊
急
や
む
を
得
争
議
な
い
w蓄
が
あ
っ
た
と
市
総
が
総

な
い
事
情
で
建
液
苧
緩
と
録
時
間
耐
献
を
絞
め
た
場
合
に
篠
ら
れ
、
支
狐
っ
た
金
品
開

示
で
き
な
か
っ
た
場
合
が
全
部
私
い
一
能
寺
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

一
一
一
、
骨
折
、
脱
闘
な
ど
で
後
遊
山
弦
復
ん
。
老
人
係
織
で
隊
機
を
一
受
け
た
場
合

制
仰
の
苧
翁

ψ説
冷
り
た
場
合
(
実
情
怖
に
は
を
怨
換
に
し
て
支
給
し
ま
す
。

後
税
制
仏
い
労
式
を
と
っ
て
い
ま
す
}
、
ま
れ
~
耳
、
穴
的
場
合
同
時
事
前
に
(
や

ま
た
開
閉
倹
極
的
同
意
を
得
て
あ
ん
ま
、
む
を
得
な
い
場
合
は
挙
後
で
も
}
衛
隊

ハ
リ
、
き
?
?
を
ど
め
治
療
脅
受
け
た
の
認
定
が
必
要
で
す
砂

場

合

マ

酬

問

い

合

わ

せ

制

mM悦
総
老
人
回
開
役
何
附

閥
、
約
療
の
た
め
必
畿
な
ョ
ル
セ
γ

室三主市市滋心
主主主書役遂で安
つ月 l ロ所主義 5震
r ~ぞロ翠る
ふぷ ititミどの開
きふ護士 i協季
と墾議録仁主の
!こをjf グ) tッ -c; ..，・d恥
な々続性 雪む

が
鳴
り
級
魚

~M町内
部
い
打
り
が
ピ
カ
ピ

カ
点
滅
1

こ
ん
な
ト
イ
レ
が
建
設
中

内
総
納
町
会
中
央
公
悶
に
お
日
い
困
地
え
し
ま

し
た
6

こ
れ
片
山
I
C
関
絡
が
抑
制
み
泳
ま

れ
て
い
る
、
い
わ
ば

J
J
ン
ピ

A
iタ

i
fイ
レ
へ

中
で
制
削
れ
た
り
、
不
審
な
者

が
い
た
地
A
刊
に
慾
忘
す
る
も
の

で
、
議
書
き
や
汚
物
な
ど
に
対

し
て
も
工
夫
が
な
怒
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
身
隊
潟
閥
的
ト
イ
レ

も
係
数
語
れ
て
い
ま
す
d

な
お
、

3
同月
8
日
に
は
N
H

K
テ
レ
V
M
が
取
材
に
訪
れ
ぷ

〈
段
映
さ
れ
ま
し
た
〈
%
減
匂

504 

拐
で
す
が
、
情
婦
や
殺
が
な
ど
日
常
め

体
殺
を
翁
L
て
、
子
と
も
達
が
怒
注
を

嗣
怖
く
こ
と
も
必
幾
で
す
。
苦
楽
町
安
緩

い
い
は
か
九
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
し

で

り
ま
し
た
。

ニ
札
は
昨
年
い
引
お
統
い
て
お
日
わ
れ

る
も
の
で
‘
今
問
闘
は
訂
名
的
先
生
が
そ

れ
ぞ
れ
1
湖
沼
開
聞
を
受
け
持
ち
ま
す
。

3
月
S
臼
、
さ
っ
そ
く
議
1
4骨
践
と

し
て
、
鈴
木
議
泌
さ
ん
が
弟
子
3
人
的

皆
さ
ん
と
と
も
に
犯
を
一
生
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
燃
や
ス
イ
l
ト

vhi、
彼
保
桜
と
、
士
市
役
所
開

ピ
ー
に
は
一
段
目
半
い
畿
が
銚

れ
た
よ
、
つ
で
し
た
。

鈴
木
怒
ん
は
「
市

役
所
に
来
た
方
が
合

一
し
で
も
気
が
休
ま
れ

『
ば
、
ま
た
私
た
ち
の

、
い
い
発
表
的
絡
に
ち

な
ワ
ま
タ
ω

で
い
ま
し
h
y
z
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聖書入居者募集
計3戸都部と大作、

♂事

』副，

小
市
幹
鵠
仲
は
宅
{
2
M
m
ω
的
人
法
希
刊
現
穏

を
次
的
泌
リ
謀
総
慨
し
ま
す
。

帯
入
居
資
格
本
市
内
に
居
住
し
羽
後

岡
山
絞
絡
を
し
て
い
る
持
‘
ま
た
は
市

内
に
勤
務
し
て
い
る
方

一
家
殺
に
住
宅
に
附
闘
っ
て
い
る
万

*
裁
公
判
月
間
帆
船
が

8
一M
7
0
0
0
m円

以
下
河
方
〈
協
和
総
年
同
所
得
が
炎

v: お

b募集問地‘。
審
ふ炎

2
、
3
め
帽
酬
を
総
え
な
い
と
主
}

V
議
離
期
間

3nげ
日
(
土
)
か
ら

訂
日
{
太
)
ま
で

wv
申
込
書
本
山
町
線
総
指
呼
諜
お
よ
が

各
支
所
‘
晴
雄
給
一
昨
に
同
開
絞

V
問
闘
い
合
わ
廿
後
築
指
導
一
談

堂監2

峠街中

間
関
崎
叫

ゅ
ι
窮
て
欝

L
V
之
寄

'

史

」

恥

相

V州
J

i

日

V

吹

恵
一
知
…
総

額
渋
川

松
村
，
ぺ

昨
年
我
何
時
子
市
市
同
氏

に
な
っ
た
ば
か
り
。

中
時
的
税
引
憶
に
は
、

織
さ
ん
と
今
都
小
学

校
に
あ
が
る
男
の
子

が
ひ
ど
り
a

日明議
U

ワ
シ
ら
の
人
生
こ
れ
か
ら

あ
な
た
的
こ
れ
か
ら
の
価
鑑
あ
る
人

魚
を
‘
多
〈
の
友
だ
ち
と
綴
り
合
い
、

学
び
合
い
噌
・
む
緩
か
に
漫
ご
し
ま
し
ょ

う
ゆ
ふ
る
っ
て
ご
挙
制
瑚
く
だ
さ
い
。

V
単
調
圏
内
総
①
義
代
社
金
を
緩
解
す

る
A
W
心
と
体
的
線
級
品
W
社
会
見
学
や
紛

修
旅
行
③
人
間
同
開
聞
係
③
向
脚
本
的
歴
史
や

文
学
⑥
地
械
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
役
制
削

軍
事
褒
都
際
金
年
間

V
準
奮
蝿
咽
z
m
湖
晶
化
慰
留
寒
(
哨
州
兆
支

部明感
1
ふ
湖
北
小
学
校
間
後
一
禽
〉

V
募
集
人
組
周
知
名
(
先
議
機
)

V
券
鵠
費

3
0
0
0
m門

マ
路
線
資
制
帽
①
年
齢
出
歳
以
上
(
大

波
8
年
4
月
1
日
以
総
生
ま
れ
}
で
請

出
門
杭
伎
の
方
②
4
年
間
附
哨
糊
し
て
参
加
で

き
る
ガ
儀
後
職
を
持
っ
て
い
を
い
方

帯
絡
募
方
法
後
後
八
ず
キ
に
住
所
、

氏
名
…
吋
r
n
'
fナ
〕
、
検
出
柄
、
従
謡
番

号
、
生
年
月
段
を
明
記
L
.
3
R
m
ω
詰

〈
出
問
印
有
効
)
ま
で
に
絡
W

押
し
て
く
だ

さ
い
伶
V
務
世
帯
・
問
い
合
わ
せ
仲
間
我
孫
子
新

開
引
竹
中
失
公
民
線
長
野
大
学
受
付
係

官
(
回

)
0
8
1
5

争
授
業
廃
食

夜
の
ジ
ョ
ギ
ン
ダ
は
随
意
一
つ
糠
諜
で

。
摺
夜
的
カ
ラ
ス
。
は
危
検

市
慌
欄
間
ジ
ョ
ギ
ン
グ
脅
し
て
い
る
方
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
燃
わ
ず
か
ハ
y
e

g
立
つ
附
脱
輪
精
密
し
て
い
ま
す
か
。
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

夜
間
ジ
ぉ
ギ
ン
グ
告
し
て
い
る
会
を
夜
間
聞
は
、
お
立
つ
即
服
装
を
.
ま
わ
~
双

と
き
ど
善
的
地
か
け
ま
す
が
‘
凝
っ
ぽ
い
続
出
?
iブ
な
ど
を
つ
け
て
交
遜
量
的
合

総
装
を
し
て
い
る
左
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
な
い
議
問
聞
で
滋
リ
ま
し
ょ
う
。

ら

は

ほ

と

ん

ど

昆

え

ま

せ

ん

。

(

術

民

生

議

議

)

春
の
鉄
道
坊
害
関
止
運
動

3
丹
げ
毘

i
幻
霞

図
続
税
務
省
的
品
自
さ
ん
い
は
次
的
項
。
穣
車
的
懇
か
ら
変
ピ
ン
や
暢
を
投
M
H

同
討
に
つ
い
て
ご
油
開
カ
を
い
た
だ
く
よ
う
す

τな
い

お

綴

い

い

た

し

ま

す

。

以

ヒ

に

う

い

て

誌

だ

ら

校

立

L.
巡

@
績
切
毒
液
る
と
き
は
、
品
ず
…
波
止
絡
を
し
て
〈
だ
さ
い
a

一
ま
っ
て
事
玄
白
山
明
会
後
暗
か
め
て
渡
る

V
濠
務
先
松
一
一
戸
鱗
滋
公
安
分
室

@

線

路

い

お

亭

鞠

を

幽

置

か

な

い

柑

0
4
7
3
(
m
m
〉
5
3
1
9

。
割
問
車
帯
電
車
に
お
立
ど
を
投
げ
お
い

@
線
路
の
滋
く
で
は
滋
ぱ
年
い

我
孫
子
の

野

鶏

会
疏
料
約
一
一
九
セ
ン
チ
ち
抑
制
と
骨
固
と
鞠

簡
と
背
市
闘
は
務
総
色
で
盟
…
い
縦
織
が
あ

り
、
下
援
と
下
臨
時
燃
は
自
と
祭
主
的
時
間

蕊
が
あ
る
。
体
的
一
割
に
脚
山
内
火
専
な
、

開
崎
町
短
か
い
畿
で
寸
"

つ
叫
ん
ク
イ
ナ
と
も
呼
ば
れ
、
東
北
、

北
一
揖
滋
等
で
帥
賄
帥
植
し
、
当
地
や
は
各
自
時

寸
本
辺
的
混
絞
め
街
中
断
、
ア
ン
原
等
を

岬
町
み
句
苧
加
H
浴
時
で
は
時
々
胤
ら
れ
ま

す
E

非
常
に
機
械
心
が
強
く
‘
人
的
概
同

紙
を
繋
す
る
と
背
を
か
が
め
て
素
早
く
、

ア
戸
家
や
都
滋
に
か
け
ニ
ん
で
‘
ゆ
っ

く
り
観
察
を
z

許
し
て
く
れ
な
い
烏
で
す
Q

今
弘
、
は
雪
が
よ
く
縁
っ
た
J

白
人
め
、
持

が
と
り
に
〈
か
叩
た
め
か
、
日
時
鱗
に
都

中
心
会
っ
て
い
る
と
ニ
ろ
を
ち
遊
亭
遂

で
滋
山
静
む
務
中
申
告
し
た
。

(
岳
写
潟
明
文
・
高
惰
敏
夫
)

K

A

V

-

も

一
開
閉
一
事
心
と
心
が
響
き
合
い
れ
い
れ
れ
は
い
い
U
U

5F¥lLど
で

い

と

、

技

…

南

だ

け

ψ
救
え
て
も
彼
労

T
B
S
議
後
の
こ
ど
も
斉
殺
コ
ン
ク
時
間
と
さ
ほ
ど
一
多
く
な
い
o

p
小
学
的
は
い
る
か
ら
、
先
生
が
い
る
か
ら
繰
お
す
に
特
わ
り
ま
す
J

ー
ル
で
、
自
由
主
義
泌
が
ん
土
?
で
よ
く
や
っ
て
く
れ
る
の
で
霊
な
こ
る
め
で
は
な
〈
喝
い
い
妻
を
す
る
た
コ
ン
?
ル
主
主
院
か
ら

伎
の
文
総
火
院
奨
溺
設
を
受
付
脱
し
た
5

と
は
僚
も
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
た
ど
線
め
に
絡
ま
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
気
持

N

激
諮
問
同
士
が
務
鳴
い
い
よ
く
経
き
合

約
出
中
内
向
設
受
抑
制
は
同
年
に
絞
器
急
務
に
取
り
捌
臨
む
心
情
え
に
間
関
し
て
は
、
ち
を
持
っ
こ
止
が
ふ
人
皆
と
い
う
c

っ
て
い
ゐ
守
主
議
諒
さ
れ
た
a

ぞ
れ

皮

肉

事

昂
2
8
0
0
校
あ
ま
り
の
中
初
湯
畿
し
く
注
意
し
ま
す
い
人
が
目
見
て
日
続
響
楽
町
場
合
、
総
か
が
失
敗
し
て
に
は
ま
ず
、
先
殺
と
子
ど
も
た
ら
め

で
の
2
年

淡

統

日

本

一

は

並

大

絞

め

こ

心

内

容

奉

公

い

が

あ

と

で

は

な

い

が

、

数

訓

押

し

て

い

る

鈴

悶

っ

た

か

ら

ニ

そ

弓

い

先

ゑ

は

、

吋

そ

れ

ど

け

我

碍

子

中

出

品

肢

体

い

機

畿

が

で

き

た

な

の

音

楽

木

都

が

必

い

と

い

う

こ

と

で

し

あ

と

思

っ

た

時

は

、

ょ
う
n

…

校

だ

け

う

ま

く

て

も

な

か

主

子

ど

も

た

ち

の

銭

も

か

全

間

関

レ

ベ

ル

ま

で

に

は

い

か

な

い

も

イ

キ

イ

々

し

て

い

ま

め
a
w
時

計

が

広

く

、

下

か

ら

盛

り

上

が

す

曾

そ

ん

な

時

が

る
ゆ
思
ヒ
が
も
い
と
ダ
メ
な
ん
で
す
。
L

左

6
副
総
す
ロ
た
し
か
に
市
内
向
小
中
学
校
内

1
一
品
削
減
日
時
.
め
さ
ま
し
く
島
こ
り
日
山
中
内

3
一
ほ
か
、
開
問
小
、
湖
花
台
西
小
、
品
料
品
開
子

制
…
山
中
な
ど
が
今
年
俊
、
各
コ
ン
ク

i
ル
守

山
口
一
優
秀
な
均
給
料
を
収
め
て
い
る
u

、‘，
P
F
m

ヴ
a
，
…
山
時
期
自
は
年
間
附
を
A

糊
し
て
1
日
子
均
2

を参ナクイ

公
園
か
込
カ
ン
パ
ン
追
放

附
水
は
ゑ
の
中
に

れ
水
害
防
止
へ
ぷ
協
力
を
u

克

か

け

ま

し

た

ら

町

二

報

な

集

中

議

な

ど

に

よ

る

本

京

高

級
泳
、
公
的
出
町
フ
ぷ
ン
ス
や
広
場
に
し
て
い
ま
ナ
q

皆
さ
ん
的
日
就
く
の
公
認
め
獄
中
巾
で
深
刻
な
間
総
と
な
っ
て
ま
す
。

プ
リ
キ
な
yh
め
カ
ン
パ
ン
や
蕊
札
が
平
に
こ
の
よ
う
な
も
の
が
設
寂
さ
れ
て
い
都
率
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
今
ま
で

淡
に
総
司
慨
さ
れ
て
い
る
の
を
%
か
け
ま
た
り
、
念
挽
物
が
放
淡
さ
れ
て
い
ま
し
嶋
中
に
し
み
込
ま
せ
て
い
と
嬬
な
ど
め

す

。

た

ら

、

ぷ

淡

絡

下

さ

る

よ

ワ

お

府

間

い

し

乞

的

地

決

説

が

間

開

発

な

ど

?
h
y
な
く
な

ニ

れ

ら

カ

ン

パ

ン

や

定

札

は

途

談

で

ま

す

。

勺

2

ゴ
ン
グ
ワ

i
ト
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砂包喜幸 31'菩凶(臼〕午前10G奇か

ら午後2鋳

争襲撃言奇 議所在量制作害義長時

1>F'l軍事衣類、 8間総然、卒、

手作り6昔、洗濯パサミ主主どのほか

を翼線おく焼、ノパ、芸事総ゐ線、事事115

め毒事〉や子供ごゴーナ-1.111苦り堅苦宅入

炉問い合わ枝 葉室所福祉保議長野

官87-D513

き砂舟8 4月守防(8)震露叉ctj主

炉室長合 我再三子釈改宗SてJ'F誌君8鋳

10王子。

1>31;滋我孫子から波紋総ω〈ま預
言主殺父燦〉長襲撃華ぎで

話-~害君主事襲 撃墾言語と猷制水

妙堅塁いさきわt主 主主総子野患を守主5

会主主療官822783

炉テーマ 手E翠i喧の陸霊IE

b喜需覇軍 ffi史研究1:;:ンター会言語

三去をき初予島氏

少8H普 3月188CEヨ〉午後宏事選

B房長講係 上新フド湾王手霊童〈焚F倍野、約)

※タω]かをう81'苦!とかけて手一軍事沼の
歴史・潔次・奪事5在宅を号言える内容の

講座を害警鐘し絞殺。

..量墨緩先 喜聾磁器88-2576

安本世88叩奴~44

一一ーのかあさんだいさらしトー…

本際作 筆記事喪主要紀亥

*出量量 襲還さ主筆主主語緩

扮宣言重量 か哲学綬低学年・高学年

参-8H幸 ごう冷228C氷〕午後3草寺30

分

参-¥懇話時 市銀重量産意

惨入替華料 180m:号

お vrこ )
 

0
0
 

(
 

4
 

1h 

[塑外墾埜璽璽主説前瓦
絵里司8 3月26尽くヲ，E3)主まそうおお震館 幹科目 ホ…ムヘI[，! (20名1>8喜善 3正当238C金〉午後60奇

ヰ問1Eヨ(8)1:1"う4Eヨ〈泣()きまマ 炉提書潤 61'寺1181:1を事'168ま 惨議長奇術1'1市民会館〈入場終豪語〉
惨問問・幾重義人員〈会要望600ドg) でのず子高言10善寺Jむら午後斗時事ませ きb内務 総長頴…ニニューライフ イ

〈之氏議室、土霊童、 Eヨ護憲8aうよとF話連日 ンオ ストラ'IPI3'1.才

考察空く21日間〉 務住できる関 カナダ、ヌースト

傍受章審議署員時 干葉県短人総議後自力 ラソ戸、ブラジル、チン、

じ下要義市〉 ボI)t:':戸、 j(ラヅ7フイ

診察所 市民会館 '"民主霧車寄t護 憲義務事支喬終了干量産量の

炉室是f官 3月25日(8)防災公E号室草 学力安望者完綾以上50歳未濁の

まむねから小学41'手i品等書010善寺ら 婦人〔烹線、務総〉 綴童謡7J務霊能さ苦言司空襲安部官官3→号-

119者、'.1、学5必年10主れき寺主主ぞうIE午 b受講事耳 塁善戦需護遺書型車3擦など 8281 

船
内
面
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一
一
錨
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議
一

会

英

一

罰

・

広

場

子

一

頃

H
F

…

立
臓
器
一
隅
一

rw…闘一
足
掛
一
型

災
い
む
一
昔
叫
工

品
川
璽
参加対象 これから議後燃えたい人

少英語閤 4尽7日から?ま正義諸島幸運霊

式;障室匂午言U9持だらIEキさまマ

険機所持3'0ホ-1し

惨務総 務2事者竜鰐笛及翁草尊重量

惨会事毒 潟告自伶 定員24空白

砂申し込み 31'寺25白きまでに自主事
祭主主主主3嘉手仁T9号機控室重量火葬竜君83-

2103へ

砂指導内聖書 室童書室、事事後、設置'51皆

事事絞殺害箸緩主義望宝刀指導します。

験講話塁塁 41'著書詰2遷から告苦手060受容
3Fla'C' (81'ヨctは除く〉

淡襲撃絞め芸霊祭汐ある場合があるつ護主

主人

b申し込み 3阿波包〈水〉さまでに

往復ハガキ!こ伎所、争議草壁者名、!見

霊童名、 学級モヨ、 事告義援事費怒鳴、 霊童話

機努を明記し、や設警2807C全土〉我孫

子市シル/¥一人事3セシ守ム号事務局

税務波紋Y¥

助努事義事ヰ告書 事藷盟~1由工斜、機後義裂

塁塁料、 F話機'?i1議事科のさき私11路
I!>露11綴織問 4Fヨより1i手陣軍
事惨資栂 主筆寄響ぎ学校慈善要〈克込〉

※定員に主主り災繁華事6bWります。
(綴稼星空Iliil織のみ終決共学〉

捗控塁¥，¥合わゼ 守273 告書義的盗事委

後131-7守二議黒豆飴櫨主筆寄撃波容湾総同

絞宮総474-33-2790

o鐙手軽埋ま語表i寂することがあります〉
静態込翼話題 4尽
3易機い合わ枝 子署霊祭主語人滋幾費量

喜寿t?~/ター骨0472 <17 怒ぷ

FMlj震E誌のうジスB翌五去を利朗し、

自宅で幾重義後げられ、高等学筏

卒業の祭絡だ隠れをま<10 さまだ15喜語

以上o入8ら、 ど主，J.さでち主去さきな
総長さ恋愛けられる絡純然、一務季ヰ

鍛位ガ取れる桝奪事さをの詩型j笈め

おりをま革。

I>tt:l綴毒事事号 室幸議季語コース4fl21

巳、 4苦手司会長111'写1旬、 併修:104鈴

211臼ぎで

ー房長華い会ね士重 子151夜夜認渋谷

長室言言ヶ主主2-10祭主重大惨{古車議事選室長書室

等学絞官03-467一吉111

防災サービス住宅デ として、

無料で総司まんでも抱談と包丁閉

ざを!j¥，¥滋考人

1>8善幸 41'奇1ヨ午前9時ガらIE

字まで

b型車百奇 書山台'+1;1<公霊童

惨さ主催 千葉土E室 長受労建議総合組

画1

i持セン夕刊(少鞠議)11鱒 j
窃週木喜霊Eヨiこ滋E喜重量産霊1"32>年セ

シターで1ラっていさ堂本少年相談l革、
3fl298より慈善苦塁襲撃議漁I"l少年.t:;

〈我孫子1e沼4宮め-1514)で

砂対象中学生(41'苦から新しく

の日f警護o滋liLo護主涯を巡り主主 ゆ繁栄jこなる人も重量む〉
がら史務1・惨なさ告ねる。 E野ちん〈妻費用無税〉
砂集合 4fl守在ヨ〉午前9跨我 1>8警警 31'ヲ21日〈泣く〉午真右T号線汐

主嘉手lR~語口八絞締役時自然合 主主IE'F訟で先害警1503

I>P号軍事 w 生糸工襲撃際くそヨ滋さを 炉望書高時 中決公民総
糸く然))、我孫子務隠'"評議(1]祭器ま〉、 修内容 おヂキお6むっくり万台芸え

久そ警護室主張組、宝喜重授、裏義務事士、大 方(議議dこ務総3

浅草議内(寝予のき聖〉、湾施弁書17-'、綴 砂共建 予言婁然、き混然ミ子俗、我孫

蕉句際、おけIa:OW公害事の縦なと 三H告事尊重聖書室沼会

砂時産鋭 F百三位事識さん霊室長安斉予言夫 努事し込み・潤い合わ1堂 筋浅さ長

惨重書濁鐙 200F守〈重要絹代含〉
滋弱天のときはと子高un奇に予言責哀を
決定しま弓o

事P霊童絡先 我孫子の3主化ぞ守る主主 惨テーマ 貫主義主で待つだ野菜と化

災後憶82-7211、三三重宝祭器3-1077 学肥料で作つだ霊望書誌の栄薬価の途

し、

砂白書害 31'寺258CEヨ3午後20寺

炉日草寺 社、惨さ主Ol'll3月29臼〈本/l>語重傷 密給付の護主盟84-{治~4

午際協議tt:主、中学生主の部3月お くつくし童手39-5)

8C金)'1'語建知事奇かそう きb総監事主王子栄養大さ宇治談後飽

き伊会費電 気訪問(養護話題対〉 企轡子氏

易会話量金子民事隊機 動惨妓緩李主主革'i'-ffi

選後ぞき問の一昔世大重量iぐ主188・ぉでザ 易沙問い合本:Jt才 湾総主主主主譲

歩歩罪事い合わせ 我孫子手普氏宅等生芸会

重量予定茸82-3394

惨事詩綴〈幸吉tù) から公立~最終襲撃は

さ空ねe:うミオの草書館ガ怒りさましな。

重量商工重量高島人若草磁力ら溺止のため

にと~務総務大会12<l:lげるチャリ

ティー撃事愛の波書事重量8ωOf'lと洗織

の寄宿11怒り1l<L>主主。

量密小谷量霊長筆 E普賢主主3嘉子〉から康体

長襲警警著書福廷センタ←ャ!これといすの

襲撃滋ガありまし疋a

言語lfU需の方〈鷹名)1:IE言者筆訟のだ

め!こと.1Jヨ鉛():J月乙号室冨i笠11115りをま
しだ。
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